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私
の
ラ
イ
フ
チ
ェ
ン
ジ

埼
葛
退
職
校
長
会

副
会
長

増

田

晴

一

令
和
五
年
度
総
会
に
お
い
て
副

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
力

不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
会
の

発
展
の
た
め
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
築
三
〇
年
の
家

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
い
ま
す
。
耐

震
補
強
と
水
回
り
の
改
修
で
す
。

三
ヶ
月
間
、
「
寝
る
場
所
は
」
「
炊

事
は
」
「
食
事
は
」
と
、
居
場
所

探
し
と
、
い
つ
の
間
に
か
た
め
込

ん
だ
様
々
な
不
要
物
を
ど
う
す
る

か
、
頭
を
痛
め
ま
し
た
。

私
自
身
は
、
禁
酒
・
禁
煙
、
カ

ロ
リ
ー
制
限
、
運
動
実
施
、
と
医

師
か
ら
生
活
改
善
の
指
示
を
受
け

て
い
ま
す
。
退
職
し
て
九
年
、
更

に
心
身
の
見
直
し
が
必
要
な
よ
う

で
す
。
人
は
交
換
や
改
修
で
新
築

状
態
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
年
齢
に

応
じ
た
生
活
改
善
や
地
域
活
動
、

趣
味
な
ど
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
チ
ェ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私

に
と
っ
て
、
退
職
校
長
会
で
の
活

動
も
そ
の
一
つ
で
す
。

本
会
は
、
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力

に
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
と
共
に

変
化
す
る
社
会
に
応
じ
て
、
見
直

す
べ
き
点
も
生
じ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
今
後
退
職

す
る
校
長
先
生
方
に
と
っ
て
、
何

か
必
要
な
の
か
、
よ
り
一
層
価
値
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の
あ
る
会
に
な
る
よ
う
、
リ
フ
ォ

ー
ム
と
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

未
来
へ
つ
な
が
る

学
び
を
支
援

東
部
教
育
事
務
所

所

長

鈴

木

美

幸

埼
葛
退
職
校
長
会
の
皆
様
に
は

長
さ
に
わ
た
り
、
本
県
の
教
育
振

興
に
格
別
の
御
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類

感
染
症
に
移
行
し
、
約
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
「
令
和

の
日
本
梨
学
校
教
育
」
の
目
指
す

べ
き
と
ゞ
』
ろ
で
あ
る
「
全
て
の
子

供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な

旱
び
の
実
現
」
を
一
体
的
に
進
め

て
お
り
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
不
可
欠
で
、
ア
」
れ

ま
で
の
実
践
と
ＴＩ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
教
育
の

質
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
次
年
度
か
ら
埼
玉
県
学

力
・
学
習
状
況
調
査
は
全
面
Ｃ
Ｂ

丁
化
と
な
る
予
定
で
す
。
児
童
生

徒
一
人
一
人
の
つ
ま
ず
き
を
把
握

し
、
よ
り
細
か
な
指
導
に
活
か
す

と
と
も
に
、
学
力
を
伸
ば
し
て
い

る
よ
い
取
組
の
発
掘
及
び
共
有
を

進
め
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

東
部
教
育
事
務
所
で
は
、
市
町

教
育
委
員
会
と
と
も
に
、
子
供
た

ち
の
「
未
来
へ
つ
な
が
る
学
び
を

支
援
」
し
て
ま
い
り
ま
す
。

粒
び
に
、
今
後
と
も
、
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
Ｏ
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
埼
葛
退
職
校
長
会
の
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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班
活
動
の
報
告

会
員
研
修
に
つ
い
て

春
日
部
市
　

橋
本
　
隆
雄

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
貸
切
バ
ス

で
県
内
外
各
所
に
訃
音
研
鍋
と
親

睦
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
度
の
検
討
時
期
に
あ
た
り
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
が
全
国

的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
従
前
の

通
り
研
修
旅
行
の
実
施
は
取
り
止

め
と
し
ま
し
た
。
替
わ
り
に
昨
年

も
好
評
だ
っ
た
講
演
会
を
実
施
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

一
七
名

の
会
員

の
参
’加

を
得
、

「
徳
川
家
康
の
時
代
と
春
日
部
」

と
い
う
演
題
の
も
と
春
日
部
市
教

育
委
員
会
文
化
財
担
当
課
長
兼
郷

土
資
料
館
長
　
賓
松
幸
男
氏
に
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉
松

氏
は
、
家
康
の
年
譜
・
春
日
部
市

の
社
寺
や
名
主
宅
に
残
さ
れ
た
古

文
書
を
読
み
解
き
時
代
考
証
を
行

い
な
が
ら
、
お
話
を
進
め
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
古
文
書
か
ら
は
書

き
手
や
当
時
の
世
情
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
文
書

を
よ
り
ど
こ
ろ
に
現
在
の
春
日
部

市
だ
け
で
な
く
、
岩
槻
・
幸
手
な

ど
近
隣
市
区
町
と
の
関
係
性
を
ふ

ま
え
つ
つ
、
日
光
道
・
奥
州
道
の

要
衝
に
位
置
す
る
粕
壁
宿
。
そ
の

成

り
立
ち
な
ど
、

歴
史

の
流
れ
に
思

い
を
は
せ

る
こ
と

が
で

き
ま
し
た
。

大
変

充
実
し
か
研

修

と
な
り
ま
し
た
。

越
谷
市
　
山
口
　

竹
美

越
谷
班
は
、
本
年
度
も
市
教
委

と
連
携
し
、
小
学
生
を
対
象
と
す

る
放
課
後
の
学
習
支
援
事
業

「
こ

ば
と
塾
」
に
会
員
を
派
遣
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
一
年
を
通
し
て
学
校

支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ｙ
」

の
学
校
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
の

「
現
職
・
退
職
校
長
教

育
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、
発

表
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

越
谷
班
の
取
り
組
み
と
し
て
具
体

的
に
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
単
独
の
研
修
は
、
一
一
月
｛

七
日

（
金
）
サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
の

小
ホ
ー
ル
で
映
画

「
銀
河
鉄
道
の

父
」
を
鑑
賞
し
た
。

ま

た
、
来

年
度
、

越
谷
市

が

「
現
職
・
退
職
校
長
教
育
推
進
協

議
会
」
会
場
と
な
る
こ
と
も
あ
０
、

会
の
よ
り
ス
ム
ー
ス
な
運
営
を
目

指
し
、
年
三
回
の
幹
事
会
を
実
施

し
て
い
る
。

た
だ
、
八
月
に
実
施
す
る
予
定

だ
っ
た
現
職
校
長
・
市
教
委
と
の

教
育
懇
談
会
は
、
コ
ロ
ナ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
の
影
響

を
考
え
中
止
と
し
た
。

令
和
五
年
の
会
員
数
は
百
名
と

な
っ
た
。
越
谷
班
と
し
て
は
会
員

に
と
っ
て
参
加
し
甲
斐
の
あ
る
魅

力
あ
る
事
業
を
こ
れ
か
ら
も
展
開

し
て
い
き
た
い
。

久
喜
市
　

神
谷
　

園
江

五
月
の
総
会
を
経
て
、
一
〇
月

二
日
の
親
睦
旅
行
は
昨
年
か
ら
始

め
た

「
東
京
探
訪
」
。
本
年
は
文

京
区
白
山
に
あ
る
小
石
川
植
物
園

だ
。
旧
東
京
医
学
校
旧
館
け
じ
め
、

冷
温
室
や
分
類
標
本
園
、
薬
草
保

存
園
な
ど
長
い
歴
史
を
物
語
る
。

大
都
会
の
真
ん
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
木
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
植

物
園
の
静
寂
は
、
心
安
ま
る
豊
か

な
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
。

交
通
手
段
が
鉄
道
な
の
で
内
容

と
は
別
に
課
題
も
あ
る
。

二
月
の
文
化
活
動
発
表
会
は
、

趣
味
や
特
技
、
愛
好
等
で
取
り
組

ん
で
い
る
絵
画
や
写
真
、
彫
刻
、

書
、
俳
句
・
短
歌
、
陶
芸
等
何
で

も
あ
０
の
表
現
の
場
。
現
職
の
校

長
先
生
の
作
品
や
遺
作
も
発
表
で

き
る
。
趣
味
の
域
を
は
る
か
に
超

え
る
傑
作
も
あ
０
．

）
般
公
開
な

の
で
、
外
部
の
方
々
も
会
場
に
足

を
運
び
、
恩
師
の
力
作
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。

三

月
に

は
情

報
交
換

・
提
供

を
か
ね
て
、

年

一
回

の
会
報

を

発
行
し
、

活
動

の

軌

跡

を

記

録
。
そ

の
他
、

四
地
区
の
特
性

を
生
か
し

た
活

動
を
そ
れ
ぞ

れ

展
開
し
て
い

る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
五
類
に
移
行
さ
れ
、
役
員
会
を

開
催
し
て
総
会
準
備
を
し
た
。

総
会
で
は
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

本
年
度
の
重
点
は
、
総
会
後
の

講
演
会
、
会
員
の
現
地
研
修
会
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
、
そ
し

て
こ
れ
ら
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
の
幹
事
会
の
定
例
化
で
あ
る
。

総
会
後
の
講
演
会
は
、
次
年
度

の

「
市
町
研
修
」
会
場
地
を
念
頭

に
八
潮
資
料
館
に
て
「
八
潮
市
の

誕
生
か
ら
今
ま
で
の
生
い
立
ち
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。現

地
研
修
は
、
「
両
国
界
隈
の

散
策
」
と
し
て
、
一
〇
月
七
日
両

国
駅
か
ら
両
国
橋
、
吉
良
邸
跡
、

時
津
風
部
屋
、
勝
海
舟
の
生
誕
地
、

東
京
都
復
興
記
念
館
の
散
策
を
実

施
。
昼
食
は
寺
尾
亭
で
ち
ゃ
ん
こ

鍋
を
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
。

地
域
交
流
を
深
め
る
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
流
会
は
、
六
月
一
〇
日

と
一
一
月
四
日
の
二
回
実
施
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
児

童
生
徒
を
対
象
に
、
毎
週
土
曜
日

に
開
催
し
て
い
る
「
フ
リ
ー
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
や

「
夏
休
み
主
題
大
作

戦
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
幹
事
会
で
次
年
度
の

『
市
町
研
修
』
の
取
り
組
み
を
中

心
に
企
画
を
進
め
た
い
。

蓮
田
市
　
小

潭
　

勇

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
動

を
め
ざ
し
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
に
と
取
り
組
ん
だ
。

四
月
の
定
期
総
会
で
は
会
員
の

斎
藤
庸
夫
氏
か
ら
「
秩
父
事
件
の

歴
史
的
価
値
を
探
る
」
講
演
を
い

た
だ
き
、
よ
き
研
修
が
で
き
た
。

七
月
に
は
フ
レ
イ
ル

（
加
齢
に

よ
り
心
身
が
衰
え
た
状
態
）
予
防

の
た
め
の
健
康
教
室
を
開
催
し
た
。

昼
食
を
は
さ
み
な
が
ら
体
に
気
を

つ
け
て
い
る
話
題
で
会
話
が
進
ん

だ
。一

〇
月
に
は
年
に
数
校
開
か
れ

る
「
蓮
田
市
教
育
の
日
」
研
究
発

表
会
に
会
員
の
参
観
を
お
願
い
し

教
育
内
容
の
変
化
を
直
接
学
ぶ
機

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
一
月
は
研
修
旅
行
で
あ
る
。

午
前
は
川
越
市
を
ガ
イ
ド
の
案
内

で
見
学
し
、
午
後
は
鳩
山
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
地
球
観
測
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。

地
球
の
環
境
状
態
を
観
測
す
る

衛
星
は
今
日
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
セ
ン
タ
ー
内
に
は
巨
大
な
パ

ラ
ボ
ナ
ア
ン
テ
ナ

が
三
基
設
置
さ

れ
、
衛
星
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
地

球
の
様
々
な
画
像
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
理
解
し
や
す
い
よ

う
に
展
示
石
工
夫
も
さ
れ
、
今
は

小
学
生
の
見
学
も
た
い
へ
ん
多
い

と
い
う
。

一
月
は
新
年
会
を
予
定
し
て
お

り
、
懇
親
会

が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。三

郷
市
　
代
田
　
代
次

三
郷
市
で
は
毎
年
秋
に
体
と
脳

の
健
康
維
持
の
た
め
に
「
現
地
研

修
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は

Ｉ
〇
月
一
日
（
日
）

隅
田
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
浜
離
宮

見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

浅
草
駅
に
集
合
し
、
水
上
バ
ス

に
乗
０
込
み
、
隅
田
川
の
見
学
と

吾
妻
橋
か
ら
下
流
に
あ
る
様
々
な

歴
史
の
あ
る
橋
を
下
か
ら
堪
能
し

ま
し
た
。
特
に
勝
関
橋
が
両
側
に

開
い
た
こ
と
に
関
心
が
集
ま
り
ま

し
た
。
約
四
〇
分
程
で
ウ
ォ
ー
タ

ー
竹
芝
に
着
き
、
徒
歩
で
浜
離
宮

の
中
の
御
門
に
到
着
。
こ
の
日
は

都
民
の
日
と
い
う
こ
と
で
入
園
料

が
無
料
で
し
た
。
浜
離
宮
は
海
水

を
引
き
入
れ
た
潮
入
り
の
池
と
し

て
二
つ
の
鴨
場
を
伝
え
、
江
戸
時

代
に
は
江
戸
城
の
「
出
城
」
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
徳
川

家
の
庭
園
。
歴
史
的
な
話
題
と
し

て
、
将
軍
が
上
覧
す
る
た
め
品
川

沖
に
迷
い
こ
ん
だ
鯨
を
こ
こ
ま
で

船
で
引
い
て
来
た
。
中
国
か
ら
長

崎
に
連
れ
て
来
た
象
を
浜
離
宮
で

飼
育
し
て
い
て
、
吉
宗
も
こ
の
象

を
見
た
よ
う
だ
。
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
で
は
、
将
軍
慶
喜
が
大
阪
か
ら

船
で
逃
げ
帰
っ
た
場
所
も
あ
る
。

江
戸
検
定
の
資
格
を
有
す
る
会
員

の
ガ
イ
ド
で
浜
離
宮
に
つ
い
て
の

学
習
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
有
意
義
な

現
地
研
修
だ
っ
た
。
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白
岡
市
　
小
島
　
利
明

本
会
は
発
足
三
五
年
目
を
迎
え
、

本
年
度
は
新
会
員
一
名
を
迎
え
、

男
性
二
五
名
、
女
性
二
名
の
総
勢

二
七
名
で
諸
行
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
年
会
費
は
、
二
千
円
で
、

七
七
歳
喜
寿
に
達
し
た
会
員
へ
花

束
贈
呈
を
す
る
こ
と
と
、
弔
事
に

つ
い
て
は
花
輪
を
供
え
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

本
会
の
主
な
事
業
と
し
て
は
年

二
回
の
全
体
会
で
あ
る
。
一
つ
は
、

年
度
初
め
の
定
期
総
会
と
そ
の
後

市
内
の
小
中
学
校
の
現
職
の
校
長

の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
る
懇
親
会
。

も
う
一
つ
は
、
二
月
に
次
年
度
に

向
け
て
の
準
備
を
兼
ね
た
新
年
懇

親
会
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
の

定
期
総
会
か
ら
全
体
会
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
職
の
校
長
の
参
加
は

ま
だ
遠
慮
し
て
い
る
。
年
二
回
の

懇
親
会
の
参
加
率
は
六
〇
％
程
度

で
あ
る
。
毎
年
、
市
教
育
委
員
会

を
通
じ
て
一
一
月
に
行
わ
れ
る
市

内
小
中

学
校
の
教

育
研

究
大
会

（
公
開
授
業
）
の
案
内
が
届
く
。

で
き
る
だ
け
参
観
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

当
面
の
課
題

開
催
、
会

員
数

の
拡
大
に
向

け

て
の
働

き
か
け
、

さ
ら
に
は
、
会
員
の
学
校
支
援
や

社
会
活
動
を
促
進
し
、
生
涯
学
習

の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
努

め
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

宮
代
町
　
石
川
　
徹
男

令
和
五
年
度
の
総
会
を
、
宮
代

町
立
図
書
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

時
節
柄
、
総
会
後
の
懇
親
会
は
実

施
せ
ず
、
秋
の
研
修
旅
行
も
見
送

り
ま
し
た

本
町
が
当
番
で
あ
っ
た
市
町
研

修
は
、
六
月
一
七
日
、
「
宮
代
町

の
歴
史
と
文
化
財
～
水
と
緑
に
生

き
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
宮
代
町

の
中
村
敏
明
教
育
長
の
臨
席
を
い

た
だ
き
、
宮
代
町
郷
土
資
料
館
を

会
場
に
、
同
館
の
文
化
財
保
護
委

員
青
木
秀
雄
、
同
館
主
査
兼
学
芸

員
横
内
美
穂
両
氏
を
講
師
に
依
頼

し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

多
忙
な
中
、
猛
暑
、
不
便
を
い

と
わ
ず
遠
路
宮
代
町
に
お
い
で
い

た
だ
い
た
皆
様
、
西
原
自
然
の
森

の
緑
陰
で
の
ひ
と
時
、
い
か
が
で

し
た
か
？
紙
面
を
借
０
で
ご
参
加

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

終
わ
０
に
な
り
ま
し
た
が
、
主

催
す
る
埼
葛
退
職
校
長
会
福
利
厚

生
部
の
適
切
な
助
言
と
、
前
年
の

蓮
田
市
の
貴
重
な
実
践
情
報
の
お

か
げ
で
曲
が
り
な
り
に
も
、
当
番

市
町
の
責
の
一
端
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
宮
代
町
退
職
校

長
会
と

し
て
お

礼
申
し

上
げ
ま

し
て
報

告
と
い

た
し

ま
す
。

研修のーコマ

幸
手
市
　
三
潭
　
昭
人

四
月
定
期
総
会
後
次
の
事
務
を

実
施

○
役
員
会
は
年
三
回
行
う
。
そ
の

つ
ど
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発

表
す
る
中
で
幸
手
市
の
現
状
や
課

題
や
展
望
等
に
つ
い
て
の
意
見
を

述
べ
る
。
ま
た
、
思
い
出
話
に
よ

り
、
市
内
の
地
域
生
活
の
変
化
及

び
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
述

べ
る
。
さ
ら
に
各
学
校
の
様
子
と

し
て
、
子
供
た
ち
の
活
動
状
況
か

ら
地
域
の
人
た
ち
に
頼
ら
れ
、
か

つ
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
か
。
魅
力

の
あ
る
学
校
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
考
え
る
。

○
年
令
と
と
も
に
自
分
の
健
康
状

態
に
つ
い
て
も
話
題
に
し
、
こ
れ

か
ら
の
注
意
点
や
口
々
の
生
活
様

式
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
。

○
一
〇
月
に
実
施
す
る
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て
は
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
得
点
表
や
組
分
け
、

け
が
の
な
い
よ
う
な
注
意
事
項
な

ど
確
認
、
距
離
や
斜
面
な
ど
を
考

え
た
ボ
ー
ル
の
打
ち
方
な
ど
体
験

し
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
一
一
月
埼
葛
現
職
退
職
教
育
推

進
協
議
会
で
は
、
事
務
局
の
指
導
、

市
教
育
委
員
会
市
内
校
長
先
生
方

の
献
身
的
な
協
力
の
お
か
げ
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
忘
年
会
で
は
会
員
の
「
お
く
の

ほ
そ
道
を
読
む
」
－

芭
蕉
と
曽
良

を
通
し
て
Ｉ

の
発
表
後
親
睦
を
深
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め
る
こ
と

が
で

き
た
。

ぶ
ら

り
杉
戸
宿

杉
戸
町
　

小

須
田

「
こ
こ

は
日
光
道
中

の

で
す
。
古
利

根
川
に
沿

っ

ど

か

な
宿
場

で

す

。
」

浅

『
流
人
道
中
記
』

に
杉
戸

述

が
あ

る
。

宿 田 だ 杉

の 次　` 戸 優
記 郎 の 宿

杉
戸
班
は
令
和
四
年

コ

一
月
三

日
視
察
研
修
「
ぶ
ら
り
杉
戸
宿
」

を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
本
会

の
事
業
は
三
年
間
実
施
で
き
な
か

っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
下
火
に
な
り
か

け
た
頃
、
こ
の
機
会
を
捉
え
て
何

と
か
視
察
研
修
が
で
き
な
い
も
の

か
と
役
員
で
協
議
し
て
い
る
最
中
、

杉
戸
宿
案
内
人
の
会
が
活
動
を
再

開
す
る
と
の
情
報
を
得
た
。
も
っ

け
の
幸
い
と

「
ぶ
ら
り
杉
戸
宿
」

を
計
画
し
た
。

当
日
は
会
員
一

一
名
、
杉
戸
宿
案

内
人
の
会
か
ら
七

名
が
参
加
し
た
。

七
年
前
、
杉
戸
町

で
は
開
宿
四
〇
〇

年
を
祝
う
催
し
が

あ
っ
た
。
私
た
ち
は
案
内
人
の
会

の
方
々
か
ら
熱
心
で
丁
寧
な
説
明

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
杉
戸

宿
の
歴
史
的
建
造
物
に
触
れ
、
先

人
達
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
思
い
を
馳

せ
、
自
分
達
の
生
活
を
振
り
返
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
有
意
義
な

一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

松
伏
町
　

明

戸
　

洋

松
伏
町
退
職
校
長
会
の
活
動
は
、

主
に
三
つ
で
す
。
総
会
と
現
職
・

退
職
校
長
懇
親
会
、
会
員
近
況
報

告
で
す
。

総
会
は
、
令
和
元
年
度
以
来
四

年
ぶ
り
に
対
面
で
実
施
し
ま
し
た
。

書
面
審
議
と
違
っ
て
、
お
互
い
に

会
員
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
て
の
会

議
で
は
、
意
見
も
活
発
に
出
さ
れ

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
八
年
度
に
松
伏
町
で

予
定
さ
れ
て
い
る
「
市
町
研
修
」

の
内
容
ま
で
、
意
見
交
換
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
だ
っ
た

の
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
に
は
行

わ
れ
て
い
た
懇
親
会

が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。

現
職
・
退
職
校
長
懇
談
会
は
、

以
前
は
懇
親
会
で
あ
っ
た
の
で
す

が
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
懇
談
の
み
に
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
現
職
の

校
長
先
生
方
か
ら
各
校
の
教
育
実

践
や
課
題
へ
の
対
応
状
況
な
ど
を

お
聞
さ
し
て
い
る
と
、
退
職
校
長

会
と
し
て
も
側
面
か
ら
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た

り
し
ま
し
た
。

会
員
の
近
況
報
告
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
流
行
し
て
か
ら
実
施
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
同
士

中
々
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
、
紙
上
で
近
況
を
報
告

し
合
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
の
工
夫
や
様
子
が
分
か

っ
て
、
毎
回
楽
し
み
で
す
。

吉
川
市
　
城
取
　
英
孝

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
度
ま

で
対
面
に
よ
る
活
動
を
自
粛
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
二
つ
の
事

業
を
例
年
通
り
に
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

①
四
月
の
総
会
及
び
懇
親
会
で

は
三
名
の
新
会
員
を
迎
え
、
一
七

名
の
参
加
者
に
よ
り
、
盛
会
に
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

②

コ

ー月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

現
職
の
市
内
小
中
学
校
長
会
と
退

職

校
長
会
共

催
に
よ

る
懇

親
会

（
忘
年
会
）
も
例
年
通
り
に
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
や
む

を
得
ず
欠
席
と
な
る
会
員
か
ら
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
書
面

で
現
況
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か

く
の
機
会
で
す
の
で
、
市
教
育
長
、

市
教
委
副
部
長
、
県
立
吉
川
美
南

高
等
学
校
長
を
来
賓
と
し
て
お
招

き
し
、
情
報
交
換
や
親
交
を
深
め

る
機
会
と
な
る
よ
う
計
画
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
退
職
校
長
会
の

特
色
と
し
て
、
社
会
貢
献
を
目
的

に
、
青
少
年
育
成
団
体
「
青
少
年

育
成
吉
川
市
民
会
議
」
に
正
会
員

と
し
て
加
盟
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ

が
主
催
す
る
吉
川
駅
周
辺
の

清
掃
活
動
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に

市
民
と
共
に
参
加
し
た
り
、
「
吉

川
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
」
に

会
員
が
役
員
と
し
て
参
加

し
た
り

し
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
深
め

て
い
ま
す
。
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